
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日  平成 30年 10月 22日           

都市名・国  東村山市                 

 

取組の名称 東大和市・東村山市 地域の戦争・平和学習及び広島派遣事業 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ✔自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 

自分が住むまちに残る戦争の記録の学習と戦災建造物の見学及び広島訪問

を通じて、７３年前の戦争を振り返り、現在の平和の尊さを再認識すること

により、悲惨な戦争の歴史を風化させず、平和な世界を持続させていくため、

次代を担う子どもたちの平和意識の高揚を図る。 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

連携構成自治体の小学生（５、６年生）及び中学生（１～３年生） 

参加人数：２０人 

実施場所 東村山市、東大和市及び広島県広島市 

実施期間 

平成３０年５月から平成３０年１２月まで 

（うち広島派遣は平成３０年８月５日(日)～７日（火）） 

＜１回／年・４年目＞ 

取組の概要（授業、イベントはプログラムの次第を、その他（例：コンテスト等）はそのプロセスを、

具体的に記入してください。） 

 

１ 地域の戦争・平和学習会（２市合同で実施）＜日程：平成３０年７月２７日（金）＞ 

 (1)東村山市 ふるさと歴史館の見学、学習 

 (2)東大和市 戦災建造物  旧日立航空機㈱変電所見学 

 (3)戦後 70 年東大和市戦争体験映像記録「沈黙の証言者」（DVD 作品）の視聴 

 (4)参加者によるグループワーク 等 

２ 広島派遣＜日程：平成３０年８月５日～７日＞ 

  （旅程及び主な行事、見学施設等（予定）） 

 １日目 被爆者体験講話聴講、グループワーク、とうろう作り 等 

 ２日目 (1)平和記念式典参列 

     (2)広島市で平和学習（広島城・原爆ドーム・本川小学校平和資料館見学等） 

     (3)平和記念公園でとうろう流し 等 

 ３日目 広島平和記念資料館・国立広島原爆死没者追悼平和記念館・原爆の子の像見学 等 

３ 事業報告会（地域の戦争・平和学習及び広島派遣事業の報告） 

 実施予定日：(1)平成３０年８月１８日（土）東大和市「平和市民のつどい」 

        (2)平成３０年８月２６日（日）東村山市「平和のつどい」 

４ 報告書の刊行：平成３０年１２月発行予定 

参加者の反応 

戦争について、自身の住む地域の歴史を学び、かつ爆心地の広島市を訪問して被爆者の話を聴

くことで、より切実な問題として考える事ができたとの感想がある。 

自身が参加した結果、兄弟姉妹に次年度の参加を促すケースもある。 

成果 

参加者やその家族、周囲に平和意識の啓発を促すことができた。 

課題 

多摩・島しょ広域連携活動助成金（子ども体験塾）の取得 



取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

 図書館選定の平和図書、戦争体験映像記録ＤＶＤ、 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   ✔掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 

  



 

東村山市立中央図書館前に設置されている被爆石モニュメントを見学 

 

 

東大和市の旧日立航空機株式会社変電所を見学 

 



 

広島市の原爆ドームを前に 

 

 

東村山市「平和のつどい」での発表の様子 

 


